




○種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る1株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

0 00 58 90 58 90

0 00 59 30 59 30

0 00 59 30 59 30

（注）2017年10月１日付でＡ種優先株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しました。

（Ａ種優先株式） 百万円

－

 2018年３月期

 2019年３月期

 2020年３月期（予想） 177

－ －

配当金総額
（合　計）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期　末 合計

年間配当金

176

－ － 177

－



【添付資料】

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況……………………………………………………２

（２）当期の財政状態の概況……………………………………………………２

（３）当期のキャッシュ・フローの概況………………………………………２

（４）今後の見通し………………………………………………………………２

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方………………………………………３

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表……………………………………………………………４

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書………………………………６

（３）連結株主資本等変動計算書………………………………………………８

（４）連結キャッシュ・フロー計算書…………………………………………10

（５）連結財務諸表に関する注記事項…………………………………………12

　　　（継続企業の前提に関する注記）………………………………………12

　　　（会計方針の変更）………………………………………………………12

　　　（会計上の見積りの変更）………………………………………………12

　　　（セグメント情報）………………………………………………………12

　　　（有価証券関係）…………………………………………………………12

　　　（１株当たり情報）………………………………………………………15

　　　（重要な後発事象）………………………………………………………15

４．個別財務諸表

（１）貸借対照表…………………………………………………………………16

（２）損益計算書…………………………………………………………………19

（３）株主資本等変動計算書……………………………………………………21

５．その他

　役員の異動………………………………………………………………………23

目 次

㈱南日本銀行（8554）2019年３月期決算短信

－　1　－



１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　わが国経済は、輸出や生産の持ち直しに伴う企業収益の堅調な推移を背景として、雇用や

所得環境が改善し、個人消費や民間企業設備投資など国内需要も持ち直すなど好循環が進展

する中、緩やかな回復基調が続きました。

　一方、県内経済におきましては、個人消費が底堅く推移し、雇用情勢が堅調に推移してい

る中、全体としては緩やかな回復が続いているものの、先行きについては一部不透明な部分

もあります。

　このような環境のもと、私ども南日本銀行グループは、「WIN-WINネット業務（新販路開拓

コンサルティング）」を「本業」と位置付け、「真の顧客本位の業務運営」を目指し、「地元

鹿児島県を中心とした地域経済活性化への貢献」を果たしていくために、「経営強化計画」

に掲げた各種施策に取組んでまいりました。

　以上のような経済情勢のもと、当連結会計年度の業績は以下のとおりとなりました。

　経常収益は、貸出金利息や金融商品販売手数料及び株式等売却益の減少等により、前連結

会計年度に比べ11億43百万円減少し、167億22百万円となりました。

　また、経常費用は、営業経費や預金利息の減少等により、前連結会計年度に比べ２億62百

万円減少し、153億61百万円となりました。

　この結果、経常利益は、前連結会計年度に比べ８億82百万円減少し、13億60百万円となり、

親会社株主に帰属する当期純利益は、前連結会計年度に比べ58百万円減少し、７億62百万円

となりました。

（２）当期の財政状態の概況

[主要勘定の状況]

　預金は、前連結会計年度末に比べ56億円増加し、7,478億円となりました。

　貸出金は、前連結会計年度末に比べ９億円増加し、5,666億円となりました。

　有価証券は、前連結会計年度末に比べ13億円減少し、842億円となりました。

[自己資本比率（国内基準）]

　連結自己資本比率は、8.20％となり、前年同期比0.12ポイント低下しました。

　単体自己資本比率は、8.29％となり、前年同期比0.12ポイント低下しました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度における連結キャッシュ・フローにつきましては、営業活動によるキャッ

シュ・フローは、預け金の増加等により78億26百万円のマイナスとなりました。投資活動に

よるキャッシュ・フローは、新システムの投資等により82百万円のマイナスとなりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払等により５億82百万円のマイナスとな

りました。

　以上の結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度の残高は、前連結会計年度に比べ84億

90百万円減少し、888億24百万円となりました。

（４）今後の見通し

　通期の連結業績予想につきましては、連結ベースで経常利益10億円、親会社株主に帰属す

る当期純利益７億円を見込んでおります。

　業績予想の前提となる市場金利等は、2019年３月末の水準をもとに予想しております。

また、与信関連費用は通期で11億円を予想しております。

　なお、上記の予想は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前

提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当行グループの業務は日本国内に限定されており、当面は日本基準を採用することとして

おります。

　なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、

適切に対応していく方針であります。
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 　該当ありません。

　

（会計方針の変更）

　該当ありません。

（会計上の見積りの変更）

　該当ありません。

（セグメント情報）

　当行グループは、報告セグメントが銀行業のみであり、当行グループの業績における「そ

の他」の重要性が乏しいため、記載を省略しております。なお、「その他」にはリース業務

が含まれております。

（有価証券関係）

　連結貸借対照表の「有価証券」のほか、「商品有価証券」を含めて記載しております。

①　売買目的有価証券（2019年３月31日）

②　満期保有目的の債券（2019年３月31日）

0

△ 4

△ 4

△ 3

420

420

223

644

時価が連結貸借対照
表計上額を超えない
もの

合計

小計

425社債

425

647

時価
（百万円）

時価が連結貸借対照
表計上額を超えるも
の

222 223

小計 222

売買目的有価証券
（商品有価証券）

当連結会計年度の損益に含まれた評価差額
(百万円）

△0

差額
（百万円）

社債 0

種類
連結貸借対照表計
上額（百万円）
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③　その他有価証券（2019年３月31日）

④　当連結会計年度中に売却した満期保有目的の債券（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

　該当ありません。

⑤　当連結会計年度中に売却したその他有価証券（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

⑥　保有目的を変更した有価証券（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

　該当ありません。

△ 0

3,334

8,155

79,179

6,063 △ 2726,336

合計

　その他

　株式

　種類

5,745 17

368

330

売却額（百万円）
売却損の合計額
（百万円）

合計

14,534

8,518

△ 125

△ 0100

△ 397

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
ないもの

その他

100

11,106

4,145 315

359

674

7,757

82,514

売却益の合計額
（百万円）

小計

1,215

　地方債

取得原価
（百万円）

3,461

62,777

71,024

1,718

14,340

7,286

100

債券

株式

　国債

　地方債

　社債

小計

その他

1,593

193

2,426

74,756

61,311

30,474

16,496 348
連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
るもの

株式

債券

種類
連結貸借対照表計
上額（百万円）

1,015

－

－

差額
（百万円）

923

3,732

1,232

100

1,034

1,465

　　社債 199 － 0

31,397

16,844

21

21

　債券

　　国債
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⑦　減損処理を行った有価証券
　

　売買目的有価証券以外の有価証券（時価を把握することが極めて困難なものを除く）のうち、

当該有価証券の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込

みがあると認められないものについては、当該時価をもって連結貸借対照表計上額とするととも

に、評価差額を当該連結会計年度の損失として処理（以下「減損処理」という。）しております。

当連結会計年度における減損処理額は、該当ありません。

また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、以下のとおりであります。

　①　時価の下落率が50％以上の場合。

　②　時価の下落率が30％以上50％未満の場合、下記イ～ハの何れかに該当する場合は回復

　　可能性があると認められないと判断し、減損処理を行う。

イ.　株式の時価が過去２年間にわたり、30％以上下落した状態にある場合。

ロ.　株式の発行会社が債務超過の状態にある場合。

ハ.　株式の発行会社が２期連続で損失を計上しており、翌期も連続して損失を計上する

　　 と予想される場合。

　③　時価の下落率が30％未満の場合には、著しく下落には該当せず、減損処理は行わない。　
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（１株当たり情報）

（注）１．2017年10月１日付で普通株式及びＡ種優先株式10株につき１株の割合で株式併合を

　実施しましたが、前連結会計年度の期首に当該株式併合を実施したと仮定し、１株当

　たり純資産額、１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益を算

　定しております。

　　　２．１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、

　次のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当ありません。

　親会社株主に帰属する当期純利益
　調整額

百万円 176 177

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

前連結会計年度

  （自 2017年４月１日

    至 2018年３月31日）

3,492.68 3,466.17

79.96 72.68

当連結会計年度

  （自 2018年４月１日

    至 2019年３月31日）

45.72 40.81

前連結会計年度 当連結会計年度

  （自 2017年４月１日   （自 2018年４月１日

    至 2018年３月31日）     至 2019年３月31日）

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

１株当たり当期純利益

　親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 820 762

百万円 176 177

　普通株主に帰属しない金額 百万円 176 177

　　うち定時株主総会決議による
　　優先配当額

千株 8,049 8,048

　普通株式に係る親会社株主に帰属
　する当期純利益

百万円 643 584

176 177

　　うち優先株式 千株 9,894 10,645

－ －

　普通株式増加数 千株 9,894 10,645

円

１株当たり当期純利益

１株当たり純資産額 円

円

希薄化効果を有しないため、潜在株式調
整後１株当たり当期純利益の算定に含め
なかった潜在株式の概要

　　うち優先株式に係る金額 百万円

　普通株式の期中平均株式数
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５．その他

（１）代表者の異動
もり とし ひで

取締役会長(代表取締役） 森 俊 英 [ 現　取締役頭取(代表取締役) ]

さい とう しん いち

取締役頭取(代表取締役） 齋 藤 眞 一 [ 現　取締役副頭取(代表取締役) ]

　詳細につきましては、2019年４月23日に開示しております。

（２）その他役員の異動

　① 新任取締役候補

なか の まさ ゆき

　 中 野 正 幸

[ 現　執行役員事務統括部長兼システム戦略室長 ]

にし やま よし ひさ

西 山 芳 久

　② 退任予定取締役

まつ した ひろ し

松 下 弘 志

[ 現　常務取締役人事総務部長兼人材開発室長 ]

はる やま けい じ ろう

春 山 慶 次 郎

[ 現　常務取締役本店営業部長 ]

たか だ もり くに

髙 田 守 國

　③ 新任監査役候補

まつ した ひろ し

松 下 弘 志

[ 現　常務取締役人事総務部長兼人材開発室長 ]

さか せ がわ なお ふみ

逆 瀬 川 尚 文

　④ 退任予定監査役
なか の よし あき

中 野 義 明

にし やま よし ひさ

西 山 芳 久

　⑤ 昇格予定取締役

いち つぼ こう じ

市 坪 功 治

[ 現　取締役総合企画部長 ]

しょう の かず ひろ

正 野 和 広

[ 現　取締役営業統括部長 ]

役 員 の 異 動 （2019年６月27日付）

取 締 役

取 締 役

（社外取締役）

取 締 役

取 締 役

取 締 役

（社外取締役）

常 勤 監 査 役

監 査 役

以　 上

（社外監査役）

常 勤 監 査 役

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

監 査 役

（社外監査役）
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なか の まさ ゆき

中 野 正 幸 1959年 8月22日生

1983年 3月  福岡大学商学部卒業

1983年 4月　当行入行

2005年 5月　種子島支店長

2007年 7月　荒田支店長

2009年 6月　審査部審査第一グループ主任審査役

2011年 2月　国分支店長兼姶良ブロック長

2013年 6月　事務統括部長

2015年 6月　執行役員事務統括部長

　　　　　　現在に至る

にし やま よし ひさ

西 山 芳 久 1948年 1月 8日生

1972年 3月  中央大学法学部卒業

1972年 4月  鹿児島県庁入庁

1997年 4月　保健福祉部県立病院課長

2000年 4月　総務部人事課長

2002年 4月　商工観光労働部次長

2003年 4月　総務部次長

2005年 4月　環境生活部長

2007年 3月　鹿児島県庁退職

2007年 7月　鹿児島県代表監査委員就任

2011年 3月　鹿児島県代表監査委員辞職

2011年 4月　かごしま産業支援センター理事長就任

2015年 6月　かごしま産業支援センター理事長辞職

2015年 6月　株式会社南日本銀行監査役

　　　　　　現在に至る

新 任 取 締 役 候 補 略 歴

新 任 取 締 役 候 補 略 歴
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まつ した ひろ し

松 下 弘 志 1957年 8月 21日生

1980年 3月　熊本大学法文学部卒業

1980年 4月　当行入行

1998年 8月　人吉支店長

2005年10月　武町支店長兼鹿児島市内第一ブロック長

2007年 2月　総合企画部部長代理

2010年 6月　審査部長

2011年 2月　執行役員審査部長

2013年 6月　取締役審査部長

2015年 6月　常務取締役審査部長

2016年 6月　常務取締役人事総務部長兼人材開発室長

　　　　　　現在に至る

なお ふみ

尚 文 1951年12月 8日生

1975年 3月　九州大学法学部卒業

1975年 4月　株式会社 南日本新聞社入社

1989年 4月　同社　阿久根支局長

1998年 4月　同社　政経部長

2003年 4月　同社　広告局次長

2004年 1月　同社　制作局長

2006年 1月　同社　編集局長

2007年12月　同社　常務取締役

2008年12月　同社　代表取締役社長

2017年12月　同社　代表取締役社長退任

　　　　　　現在に至る

逆 瀬 川

新 任 監 査 役 候 補 略 歴

新 任 監 査 役 候 補 略 歴
さ か せ が わ
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